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“VIVID” は高次脳機能障害者の社会参加を支援する特定非営利活動法人です。

高次脳機能障害の赤裸々な体験を ― マンガや絵を中心に描きました ― 

　NPO法人VIVIDを知りましたのは、昨年、発行本を取
り寄せたのがキッカケでした。
　それ以来、会報やセミナーの案内状を送っていただくよ
うになり、活動の主旨や、また経験豊かな方々による電話
相談窓口などがあることを知り、VIVIDの存在をいつも、
心強く感じております。
　なお、高次脳機能障害の情報手段を新聞、TV、本に頼っ
ている私どもにとりましてヴィヴィレターの会報は、とて
も重要な情報源として毎回興味深く拝読しております。
　また昨年は、首都大学東京教授の渡邉修先生によるセミ
ナーに参加させていただきましたが、会場一杯の沢山の
方々が受講なさっていて、以前と違って高次脳機能障害の
関心の高さを感じました。
　そのセミナー後に、夫が６～７年前から描きためていた
原稿と、出版への思いを渡邉先生にお伝えしましたところ、
出版社を紹介していただくことができました。
　セミナーの案内状をいただいたVIVID、そして渡邉先生、
出版社の方々のご支援、ご協力のお陰で、この度、念願の
本を出版することができました。
　２年間の出版社捜しで疲れ、諦めかけたこともありまし
たが出会いや、ご縁に恵まれての出版で、改めまして感謝
申し上げます。
　ところで夫の職業はフリーのイラストレーターですが、
５１歳時の９年前に脳梗塞が原因で高次脳機能障害を発症
してしまいました。
　当時はまだ、外からは見えない高次脳機能障害の認知度

１　VIVID LETTER  NO 5

「ヴィヴィレター」　　　　第 5号

　 福元　はな

も低く、また失語症という呼称での誤解は、今でも感じる
ことがあります。
　本の作成に当たっては、夫が言葉や文章で伝えられない
思いなどを絵で描き、私が、その絵に夫との漢字の筆談と
少ない言葉から、一つひとつ思いを聞き取り文章にしてい
きました。
　内容は、発症前後から現在に至るまでの出来事や心の変
化などを、漫画などの絵を中心にまとめましたが、文章が
理解できない障害者の方でも、理解してもらえるのではな
いかと思っております。
　夫以上に重い高次脳機能障害をおもちの方もいらして、
一人ひとり症状も違いますが、情報交換も十分にはできな
い同病者同士、わずかでも、この本で悩みや辛さを分かち
合えたらと思っております。
　また、障害者である夫の赤裸々な体験を通して、少しで
も高次脳機能障害の理解と普及の、お役に立てればと思っ
ております。
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　理事の一人である友人に誘われ、『私に出来ることがあ
るならば…』と。VIVIDとの出会いは、そんなある日突
然のことでした。それから約１年、VIVID設立時からの
理事の方々の熱～い思いを日々肌で感じながら今に至っ
ています。
　土曜日の夕方、ミニデイを終えて家路へと自転車を走
らせながら、朝よりも気力に満ちた自分がいることにい
つも気が付きます。それは決して私が何かをしてきたか
らではなく、同じ時間、同じ空間を同じ目的で多くの方々
と過ごしてきた、ただその満ち足りた思いのように思い
ます。
　ミニデイは高次脳機能障害の当事者、家族の居場所と

して三つの目標を掲げ、この目標に向って、毎回異なっ
た工夫をこらしたプログラムを実施しています。私の生
活から見れば非日常の一日のはずなのですが、ここで過
ごす一日は特別ではなく、今は日常の生活感情と同じよ
うに感じてます。
　高次脳機能障害者とともに歩みながら社会的な自立の
道を開いて行こうというVIVIDの理念を考える時、私が
ミニデイで抱くこの思いも『ともに歩む』上での大切な
ものの一つなんだろうな…そんなことを独りつぶやきな
がら、これからの先のVIVIDの活動にに思いを馳せるこ
の頃です。

（北古賀　克美）

　２月２７日（土）のミニデイサービスは、「発表会」と
して、利用者やご家族の方１６名の参加者のほか、関係機
関、友人、知人等１５名の参加があり、いつものミニデイ
とは違った少し緊張した雰囲気で行われました。
　内容は、音楽セッションとして、利用者全員で、これま
でのミニデイで練習してきた曲の演奏と歌を成果として披
露しました。また、ご家族の方のプログラムでは見学の

方も一緒に「心と
体を自由にする」
ゲームで身体を動
かし、「みんなの
トークショウ」で
は、見学の方も参
加し楽しい一時を

6つのグループに分かれて話し合い、「理解しやすいツー
ル作り、共感と並行して人格の尊重、決定は当事者である
こと」等を学びました。
　当日は梅雨明け後の厳しい暑さでしたが、3３名の方が
受講されました。参加者の声の一部を紹介します。
　・非常に分かり易い内容、実践に裏づけられたお話しは
　　とても参考になり、心に響きました。
　・高次脳機能障害の方はケースにより全く異なるので、
　　とても難しく日々壁にぶつかるので支援者や家族の心
　　のケアも関心があります。
　・年単位で長く経過をみることの大切さを学びました。
　・グループに分かれての検討により講義が双方向に進む
　　ので参加意識がもてる。とても良い講義でした。
　・土曜日の開催で受けられよかったです。VIVIDの活
　　動のゆるやかな、やさしさを感じました。

過ごしました。
　会場の窓辺には、利用者やご家族の作品として、絵画、
手芸品等の展示をし、コーナーには「VIVIDCAFÉ」とし
て、お茶と利用者の手作りケーキを提供しました。

　7月17日（土）午後1時30分から4時まで、新宿区
大久保地域センターで、新宿区協働事業　高次脳機能障害
者の生活サポート事業の一つである普及啓発セミナーを実
施しました。
　テーマは「地域で進めるあきらめない回復支援　高次
脳機能障害におけるコミュニケーションの工夫」、講師は、
和田敏子氏（社会福祉法人世田谷ボランティア協会　ケア
センターふらっと施設長・高次脳機能障害専門相談員）。
　セミナーの内容は、高次脳機能障害の概略、世田谷ボラ
ンティア協会ケアセンターふらっとの事業についての説明
の後、コミュニケーションのポイントとしてパワーポイン
トを使って具体的事例について解説がありました。後半は

演奏会の様子
作品の一部 心と身体を

自由にするゲーム



開くとそこにはまた次から次へ押し寄せてくる霧があ
り、なかなか晴れることはない。
　ミニデイに通うようになり、ヴィヴィのスタッフ、オ
レンジクラブの諸先生、そして仲間の皆さんに支えられ、
霧の彼方に微かな光を感じられるようになってきた。
　まだ支えられてばかりの親子だが、いつか皆の役に立
てるよう頑張りたいと思っている。
　甘えついでにお願いがある。今は月２回のミニデイの
回数が増え、ウィークデイにも開かれることを願ってい
る。
　　　　　　　　　　　　　（新宿区在住　利用者母）
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活動実績

７日 第３回 VIVID セミナー開催
（講師＝廣實真弓氏）
「高次脳機能障害のある方との有効なコ

ミュニケーションのとり方」
10 日 新宿区との打合せ
11 日 在宅生活実態調査事例検討会

13・27 日 ミニデイサービス
28 日 TKK 第５回ボランティア養成講座（日本

財団）
10 日 新宿区との打合せ
13 日 新宿区協働事業報告会
17 日 東京都西部高次脳機能障害者支援ネット

ワーク連絡会
6・27 日 オレンジクラブ　ミニデイサービス

1 日 新宿区協働事業継続
3 日 VIVID 理事会

10・24 日 ミニデイサービス
13 日 ピアサポーター養成のためのヒアリング

（杉並区オブリガード）
14 日 新宿区との打合せ
17 日 TKK 理事会
20 日 ピアサポーター養成のためのヒアリング

（JHC 板橋会）
8・22 日 ミニデイサービス　オレンジクラブ

19 日 新宿区との打合せ

20 日 東京都区市町村高次脳機能障害者支援促
進事業支援員連絡会

5 日 NPO 法人 VIVID 通常総会
10 日 新宿区との打合せ　新宿区相談窓口連絡

会
12･26 日 ミニデイサービス

19 日 TKK 理事会　総会
7 日 新宿区との打合せ

10・24 日 ミニデイサービス　オレンジクラブ
17 日 専門職向け VIVID セミナー開催（講師＝

和田敏子氏）
「高次脳機能障害におけるコミュニケー

ションの工夫」
19 日 小平ケアタウン見学会
20 日 新宿社会福祉協議会等情報交換会
28 日 TKK 運営会議
30 日 第５号 VIVIDLETTER 発行

ミニデイで植松勤
子さんが紙コップに
描いたイラスト

今後の主な予定

皆様の投稿をお待ちしています

２月

４月

３月

５月

６月

７月

※なんでも相談（電話）毎週木曜日

♠私は４年前にバイクの後ろに乗っていて、事故にあい
ました。
　奇跡的に助かったのですが、高次脳機能障害になり、
昨年よりVIVIDに通っています。
　VIVIDでは、音楽セラピーがあり、歌ったり、演奏
したりできて本当に楽しいです。私は音楽が大好きなの
で、音楽セラピーを楽しみにしています。

（新宿区在住：岩瀬香代）

♠第１回のミニデイに参加してからもうすぐ２年にな
る。早いものだ。
　最初の頃は車椅子で参加していた娘も、今は歩いて参
加できている。
　当初は「どうして行かなきゃならないの？」とつぶや
いていたが、最近は月２回のミニデイを、私同様楽しみ
にしている様だ。
　脳の手術をしてから３年半になる。１年前までは、真っ
暗闇の中を手探りで夢中で過ごしてきた。
　少しずつ良くなっているが、薄いカーテンがスーっと

８月～
３月

高次脳機能障害　なんでも相談（電話相談）
　　　　　　毎週木曜日
ミニデイサービス　第２・第４土曜日
運営会議・ミニデイスタッフ会議
　　　　　　第１土曜日
新宿区障害者福祉課との打合せ
　　　　　　第２水曜日
セミナー事業　11 月 20 日
TKK 家族相談交流会　８月 11 日、９月４日
ヴィヴィレター第６号の発行　１月 31 日
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会員の声

V I V I D からのお願い

編 集 後 記
　ヴィヴィレターは年2回発行のため、新鮮で、タイ
ムリーな情報をお届けすることが難しい場合がありま
すが、定期的に発行し、確実に皆様へお届けすること
の大切さを改めて感じています。法人設立から3年が
経過、VIVIDの行っている各事業、それぞれが関連し、
相乗効果が上がっていることが少し見えてきました。
　今号の一面に紹介しました「マンガ家が描いた失語
症体験記―高次脳機能障害の世界―」は、少なからず
VIVIDの事業とのきっかけがあって発行されたとのこ
と、福元様から贈られた当該の本とお手紙を読みとて
も嬉しく思うと同時に不思議な縁を感じました。
　「当事者、ご家族の方と一緒に支援をつくり出してい
く」は法人設立の趣旨ですが、これからの活動も当初
の志を忘れないで、一歩前進するためにも継続性のあ
る事業展開が何より必要と思っています。
　まだお読みいただいていない方、ぜひお読みいただ
き感想をお寄せください。	 	 	 （あ）

お知らせ

　VIVIDでは、私たちの活動趣旨に賛同し、会員、賛
助会員、寄付者になっていただける方を募集していま
す。また、VIVIDの活動につきましては、当広報紙の
ほか、ホームページもぜひご覧ください。アドレスは
次の通りです。

http://www.vivid.or.jp

会員　　　　91名
賛助会員　　25名
寄付（4～7月）　3名　230,000円

年会費
会　員　　個人　５，０００円　団体　１０，０００円
賛助会員　個人　５，０００円　団体　１０，０００円
寄　	付　　金額に規定はありません
当広報紙「VIVID	LETTER」（ヴィヴィレター）をお読
みになった感想、活動にたいするご要望、ご質問等お
寄せください。「ひとこと通信」「会員の声」への投稿
もお待ちしております。

TEL・FAX		０３－５８４９－４８３１　

　（千葉県松戸市　　酒井　えみ）
　当事者や家族と多職種の医療福祉関係者が協働で作り上
げていくＮＰＯ法人だということと同級生達が立ち上げた
ことに、共感とあこがれのような思いを感じ、会員になり
ました。
　当時地域包括支援センターで働いていた私は、高次脳機
能障害の診断を受けた方と出会うことはあまりありません
でした。けれども、今年４月から病院の相談員になり、高
次脳機能障害の診断を受けた患者さんに出会うことが多く
なりました。
　高次脳機能障害がある方で、介護保険の対象となる疾患
が何かしらあれば、サービス利用の可能性があり、ホッと
します。対象の疾患がないと、入所できる施設もなく、在
宅サービスも何も利用できないことにもなりえます。「こ
れでいいのか‥」と思いつつも、身体障害者手帳が交付さ
れるまで入院できないかと病院探しすることもありました。
　しかし、ヴィヴィという相談できる会があることで、「『難
しい・わからない』と、安易に逃げがちになるようなこと
はできないぞ！」と思えます。また、医師の「周囲が困る
状況なら、精神科で落ち着く薬を出してもらうしかない。」
という説明に対して、「そうなの？　周囲の対応など環境
をどう整えるかで、状況は変わるんじゃないかなぁ。」と、
考えてみることができます。
　ヴィヴィがあることを、新米の医療相談員として心強く
感じています。　　　　　　

2010年7月末現在の
会員の状況

　２０１０年６月５日（土）午後２時から、VIVID
事務所で第３回通常総会を開催しました。
　当日は、正会員６４名のうち８名が、賛助会員１名
が出席（委任状３１名）し、議長に北村とし子氏、副
議長に大屋敷剛康氏が選出され、議長進行のもと、１
号議案から５号議案のすべての議案が承認されまし
た。
　１号議案である昨年度の事業活動報告は、課題とし
て人材確保の充実、会員の増加等、また新宿区協働事
業である、居場所つくり、相談、セミナー各事業報告
がされました。
　３号議案である今年度事業活動計画は、基本的には
前年度事業が中心となりますが、相談事業の充実、新
たに高齢者との交流会の実施などが審議され承認され
ました。
　その他、５号議案では、役員の改選期に当たり理事、
監事の提案をし、全員が承認されました。

V I V I D 第３回通常総会の報告


